
2018 年度協定留学プログラム 

派遣学生留学状況報告書 

 

非公開希望 項目 内容 

 所 属 国際社会科学部 国際社会科学科 
２年（留学年次） 

３年（帰国年次） 

原則 

公開 
留学先 

※大学名、学部、学科名を記入してください。 

トリノ大学 語学部言語学科 

原則 

公開 
留学期間 

※実際の留学期間（留学先での授業期間）を記入してください。 

   2018 年  9月 18 日 ～    2019 年  8月 18 日 

出国日     2018年     9 月     17日 

最終帰国日   2019年     7 月     15日 

 

留学の状況について、各項目について書いてください（合計 1,500 字以上）。これから海外留学を

する学生にとって貴重な情報となりますので、なるべく仔細な記述をお願いします。 

 

１．留学全般について 

（１）留学当初の所感（第１・２回目報告書記載）について、自己評価や、留学前からの意識

の変化等 

 自分なりに一年間よく一人で頑張ったと感じています。 

留学前に比べて少し自分に自信がついたように感じます。 

 

 

（２）留学前にもっと準備をしておけばよかったと感じること 

 ビザの取得方法や必要な書類のリストアップ、それに伴い手続きから発行されるまでに

かかる時間を考慮して早め早めに動くべきでした。渡航後にやらなければいけないことを把

握して万全の状態で渡航したつもりだったが、具体的に家の近くのどこの郵便局に行けばよ

いのか、またその営業時間等まで調べてから行くべきでした。なぜなら、イタリアでは公的

な役所が午前で閉まってしまうことも多く、また自分は携帯の契約等も渡航後に現地で行う

予定だったため、渡航後すぐに携帯を用いて必要な情報を得ることができず大変な思いをし

たからです。 

住居を渡航前に現地の大家さんと契約した際に、きちんと自分が住むことになる場所の正

確な住所等を聞いておくべきでした。自分の場合、渡航して数日たった後に事前にインター

ネットで把握していた住所と異なった場所に自分が住んでいることに気づきせっかく取得し

た住民票等の契約をすべてやり直す羽目になってしまったからです。 

住むためにやらなくてはいけないことだけではなく、現地での大学生活を円滑に進めるた

めの調べものもしてから渡航するべきでした。私は大学関係の調べものをほとんどせずに渡

航したため、渡航後どこでいつまでに学生証を発行するか等の情報を得るのが遅くなってし



まったり、履修登録の方法が分からないまま授業を受けるような状況になってしまいました。

住民票や携帯の契約方法や契約形態が異なるように、大学内の手続きの方法なども日本とは

全くの別物です。事前にできるだけ現地の学生や教授とコンタクトを取り、全て把握したう

えで渡航した方が、充実した留学生活を送れると考えました。 

 

 

２．留学先大学について 

（１）留学先大学の授業や教授等についての印象や感想 

 学習院の授業に比べて、少人数で行われるクラスが多いような印象を受けました。また、

教授と生徒の距離がとても近く、授業のこと以外の雑談も教授生徒間で行っていて新鮮でし

た。 

 

（２）留学先大学のキャンパスや施設についての印象や感想 

 キャンパスは広く綺麗でとても過ごしやすかったです。キャンパス内の様々な場所に安

価で買えるコーヒーの自動販売機が設置されていて、イタリアらしさを感じました。 

 

 

（３）留学先大学の留学生に対するサポート体制について 

語学面：留学生を対象とした語学補習講座のようなものが授業として或いは授業外で開講さ

れているのかどうか、また開講されている場合は、その時間数や内容、費用等につ

いて書いてください。 

 留学生向けにイタリア語の講座がいくつも開講されています。週に２～３コマあり、

費用は無料です。私は一学期に初級の留学生向けイタリア語講座を受講しました。20人程

度の少人数のクラスで、様々な国からの留学生と接する良い機会になりました。しかし、

初級講座でもイタリア人の先生によってイタリア語で行われるので、イタリア語が全く分

からない状態で受講すると授業に着いていくのが大変なように感じました。 

 

 

生活面：生活面のサポートや留学生向けのイベントについて書いてください。 

 留学生にはそれぞれバディと呼ばれる現地の大学生が派遣されるので、困った際は頼

ることが出来ます。また、留学生向けに学期の終わり等にパーティが開かれます。そのパ

ーティでは、現地の大学生の団体によるダンスショーや環境保全団体によるプレゼンテー

ションなどの催しが行われ、その後市内有数の歴史のある建物で立食会が催されます。こ

のパーティがきっかけで知り合い、友達を作る留学生も多く、良い交流の場になっていま

す。 

 

資金面：現地で得られる奨学金等の情報があれば書いてください。 

 

 

 



（４）留学先大学周辺の治安について書いてください。 

 トリノはイタリア国内でもかなり治安の良い場所のように感じました。夜独り歩きを

していてもトラブルに巻き込まれたり、トラブルを目撃したこともありません。しかし、

住居によっては通学路になるトリノ王宮の付近は少し治安が悪いです。昼間でも一人で歩

いていると、ジプシーの方々に絡まれることが２回ほどありました。 

 

 

（５）その他留学先大学についての印象や感想があれば書いてください。 

 

 

 

（６）留学先での履修科目等 

※本学での単位認定に関係なく、①に派遣先で履修した科目名をすべて記入してください。単位が認定された場合は、そ

の科目の②に本学での科目名を記入してください。行は適宜追加してください。 

※成績証明書を添付してください。 

①留学先での履修科目名（単位数） ②本学で単位認定された科目名（単位数） 

  

  

  

  

 

３．宿舎について 

（１）種類 

大学の寮／✓アパート／ホームステイ／その他（     ） 

（２）家賃 

月額 （現地通貨）約 400€       、（日本円）約    ５万円 

（３）食事 

食事付き（朝・昼・夕）／✓自炊／その他（     ） 

（４）大学までの交通手段、所要時間 

✓徒歩／自転車／バス／地下鉄／その他（           ）、計          分 

（５）感想、良かった点・悪かった点 

 

 

 

４．費用について 

（１）学  費 

（現地通貨）約        、（日本円）約        円 

（２）渡航方法と金額 

✓飛行機／船舶／その他（           ）、（日本円）約      ５万円 



（３）生活費 

（現地通貨）✓月額・年額 約    600€     、（日本円）約     ７万円 

※宿舎費を含めた金額を記入してください。 

（４）費用の持参方法 

インターナショナルキャッシュカード／✓クレジットカード／国際ブランドプリペイドカー

ド／現金／その他（           ） 

⇒その方法についての感想、良かった点・悪かった点 

VISA のカードを持っていきました。基本的にどこの ATM でもお金を引き出すことが

できたので便利でした。 

 

 

（５）「学習院大学海外留学奨学金」を受給した場合、その主な支出内容と金額の内訳 

 

 

 

５．保険について 

（１）保険会社名 

AIG 損害保険株式会社 

（２）保険料 

246560 円 

（３）加入した保険の種類、内容 

海外旅行保険 

（４）感想、良かった点・悪かった点 

 

 

 

６．荷物について 

（１）荷物の送付方法 

✓手荷物／船便／SAL 便／航空便／海外宅配便／その他（           ） 

（２）持って行って良かったと思う物  

衣類・日用品・掃除道具 

（３）持って行く必要が無かったと思う物  

 

（４）持って行けば良かったと思う物  

ノート等の文房具 

タオル類 

 

７．平日および週末の平均的な過ごし方 

（１）平日 



大学へ行き、17時頃まで授業を受けたり自習したりする。お昼ご飯は友達と近くのレスト

ランに食べに行ったり、一人で大学の食堂で食べる。その後、帰り道にスーパーで夕飯の食

材を買い、帰宅して夕飯を食べ翌日の準備をして寝る。 

 

 

（２）週末 

美術館に行ったり、ミラノにオペラを見に行ったり、近所の公園で一日のんびり過ごした

りしていた。 

 

 

８．後輩へのアドバイス等 

がんばれ。 

 

 

９．その他、雑感や要望など書きたいことがある場合は自由に書いてください。 

 

 

 


